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［
補
論
］
ダ
ト
リ
ー
家
族
史
ー
清
教
徒
の
歴
史
と
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
建
設

ロ
ン
ド
ン
王
立
協
会
へ
の
寄
稿
者
ポ
ー
ル
・
ダ
ド
リ
ー
の
家
系
は
、
イ
ギ
リ
ス
女
王
エ
リ
ザ
ベ
ス
一
世
の
寵
臣
た
る
ラ
イ
セ
ス
タ

ー
伯
爵
ロ
バ
ー
ト
・
ダ
ド
リ
ー
の
一
門
に
属
し
、
同
家
歴
代
の
経
歴
は
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
創
設
に
献
身
し
た
清
教
徒
の
歴
史
を

如
実
に
示
す
。
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
の
植
民
地
総
督
を
勤
め
た
ポ
ー
ル
の
祖
父
ト
マ
ス
・
ダ
ト
リ
ー
に
つ
い
て
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
・

ジ
ョ
ー
ン
ズ
に
よ
る
詳
細
な
評
伝
『
ト
ー
マ
ス
・
ダ
ト
リ
ー
の
生
涯
と
業
績
』
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
る
。

総
督
ト
マ
ス
・
ダ
ト
リ
ー
は
隊
長
ロ
ジ
ャ
・
ダ
ト
リ
ー
の
ひ
と
り
息
子
で
あ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ン
リ
四
世
が
（
カ
ト
リ

ッ
ク
同
盟
の
最
高
指
導
者
）
シ
ャ
ル
ル
・
マ
イ
ヨ
ン
ヌ
公
に
決
定
的
な
勝
利
を
収
め
た
戦
場
で
、
父
ロ
ジ
ャ
ー
は
戦
死
し
た
と

伝
え
ら
れ
る
。
ヴ
ル
ウ
バ
イ
公
指
揮
の
イ
ギ
リ
ス
軍
の
な
か
で
、
ま
さ
し
く
彼
は
戦
っ
た
の
で
あ
る
。
①

一
五
六
二
年
フ
ラ
ン
ス
で
は
約
四
十
年
に
わ
た
る
ユ
グ
ノ
ー
戦
争
が
始
ま
り
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
勢
力
を
支

援
す
る
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
は
、
一
五
八
五
年
カ
ト
リ
ッ
ク
同
盟
の
ス
ペ
イ
ン
軍
に
抗
す
る
た
め
、
ラ
イ
セ
ス
タ
ー
伯
爵
ダ
ド
リ
ー
を

指
揮
官
と
す
る
イ
ギ
リ
ス
軍
を
出
兵
さ
せ
た
。
こ
の
戦
闘
で
伯
爵
の
甥
で
あ
る
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
シ
ド
イ
ー
が
悲
壮
な
最
期
を
遂
げ
、

高
名
な
詩
人
に
し
て
忠
誠
な
廷
臣
の
死
が
国
葬
に
よ
っ
て
哀
悼
さ
れ
る
。そ
の
五
年
後
ポ
ー
ル
の
曾
祖
父
ロ
ジ
ャ
ー
・
ダ
ド
リ
ー
も
、

同
じ
く
ユ
グ
ノ
ー
戦
争
渦
中
の
フ
ラ
ン
ス
に
隊
長
と
し
て
派
遣
さ
れ
、
カ
ト
リ
ッ
ク
同
盟
と
の
戦
闘
に
お
い
て
倒
れ
た
。
プ
ロ
テ
ス
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タ
ン
ト
の
戦
い
に
殉
じ
た
シ
ド
ニ
ー
と
ロ
ジ
ャ
ー
は
、
一
門
に
お
い
て
後
世
な
が
く
追
慕
さ
れ
る
。
①

一
六
七
四
年
ノ
ー
ス
ア
ン
プ
ト
ン
で
出
生
し
ト
マ
ス
・
ダ
ト
リ
ー
は
、
父
ロ
ジ
ャ
ー
を
喪
っ
て
ま
も
な
く
、
母
と
も
死
別
し
、
篤

志
家
の
も
と
で
養
育
さ
れ
た
。
な
か
で
も
慈
愛
深
く
聡
明
な
プ
エ
ロ
イ
夫
人
の
も
と
で
ラ
テ
ン
語
等
の
学
業
を
も
始
め
、
宗
教
的
影

響
も
受
け
た
と
さ
れ
る
。
や
が
て
彼
は
カ
ン
プ
ト
ン
男
爵
家
の
ア
シ
ュ
バ
イ
城
に
お
い
て
近
習
と
し
て
奉
仕
す
る
と
と
も
に
、
騎
士

に
相
応
し
い
教
養
と
武
芸
を
修
め
た
。
②

以
下
成
人
し
た
ダ
ト
リ
ー
の
フ
ラ
ン
ス
出
征
と
ナ
ン
ト
の
勅
令
に
至
る
ユ
グ
ノ
ー
戦
争

の
終
結
に
つ
い
て
、
神
父
コ
ッ
ト
ン
・
マ
ザ
ー
の
筆
と
さ
れ
る
小
伝
『
ト
マ
ス
・
ダ
ト
リ
ー
』
を
引
用
す
る
。

か
く
し
て
ノ
ー
ス
ア
ン
プ
ト
ン
近
隣
で
気
概
と
才
知
あ
る
若
き
貴
紳
と
し
て
知
ら
れ
る
う
ち
に
、
女
王
か
ら
フ
ラ
ン
ス
へ
出

征
す
る
軍
人
徴
募
の
要
請
が
発
せ
ら
れ
た
。
現
地
は
ア
ン
リ
四
世
の
も
と
ユ
グ
ノ
ー
戦
争
の
渦
中
に
あ
り
、
ノ
ー
ス
ア
ン
プ
ト

ン
で
は
だ
れ
ひ
と
り
こ
れ
に
応
じ
る
若
者
が
い
な
い
。
つ
い
に
果
敢
な
青
年
ト
マ
ス
・
ダ
ト
リ
ー
が
そ
の
隊
長
に
選
ば
れ
、
隊

員
と
し
て
八
十
名
の
派
遣
が
決
定
さ
れ
た
。
ト
マ
ス
を
長
と
す
る
一
隊
は
、
学
芸
の
府
で
あ
る
と
と
も
に
、
武
術
の
殿
堂
で
も

あ
る
フ
ラ
ン
ス
に
上
陸
し
、
前
線
で
も
陣
営
で
も
肝
要
な
軍
事
的
手
腕
を
、
発
揮
で
き
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
フ

ラ
ン
ス
に
お
け
る
彼
ら
の
使
命
は
、
ア
ン
リ
四
世
の
ア
ミ
ア
ン
防
御
を
支
援
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
双
方
の
勢
力
が
前

線
で
ま
さ
に
対
峙
し
た
と
き
、
な
ん
ら
か
の
調
停
に
よ
っ
て
和
平
の
協
定
が
結
ば
れ
、
目
前
の
戦
闘
が
回
避
さ
れ
た
。
ア
ン
リ
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四
世
が
剣
を
収
め
た
と
知
ら
さ
れ
、
流
血
な
く
使
命
の
終
了
を
果
た
し
た
ダ
ト
リ
ー
は
、
こ
の
遠
征
で
以
後
有
力
な
手
腕
と
な

る
軍
事
的
な
技
術
と
経
験
を
体
得
し
、
イ
ギ
リ
ス
へ
帰
国
す
る
。
①

一
五
九
八
年
信
仰
の
自
由
を
保
障
す
る
ナ
ン
ト
の
勅
令
が
発
布
さ
れ
て
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
ユ
グ
ノ
ー
の
終
結
と
国
内
統
一
が
図
ら

れ
、
光
輝
あ
る
絶
対
王
政
の
基
礎
が
確
立
す
る
。
歴
史
的
転
換
か
ら
多
大
の
影
響
を
受
け
た
た
ト
ー
マ
ス
・
ダ
ト
リ
ー
は
、
ロ
ン
ド

ン
で
法
律
の
勉
学
と
修
業
に
努
め
、
そ
の
後
な
が
ら
く
二
十
年
近
く
主
と
し
て
リ
ン
カ
ー
ン
伯
爵
家
の
要
務
を
担
当
し
た
。
こ
の
間

に
イ
ギ
リ
ス
で
は
一
六
〇
三
年
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
が
逝
去
し
、
新
た
に
即
位
し
た
王
権
神
授
説
の
信
奉
者
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
一
世
が
イ

ギ
リ
ス
国
教
会
へ
の
信
仰
を
強
制
す
る
に
至
っ
た
。
こ
う
し
た
迫
害
を
逃
れ
る
清
教
徒
一
〇
二
名
は
、
一
六
二
〇
年
メ
イ
フ
ラ
ワ
ー

号
で
新
大
陸
へ
出
航
し
、
成
員
相
互
の
契
約
に
よ
っ
て
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
北
部
に
植
民
地
を
創
設
す
べ
く
、〈
メ
イ
フ
ラ
ワ
ー
誓
約
〉

を
船
上
で
締
結
し
た
。
し
か
し
、
王
位
を
継
い
だ
チ
ャ
ー
ル
ズ
一
世
も
、
専
制
と
抑
圧
を
さ
ら
に
強
め
、
一
六
二
六
年
に
は
戦
費
の

増
大
を
理
由
に
苛
酷
な
公
債
を
強
制
し
た
。
こ
れ
に
抗
議
す
る
貴
紳
六
六
名
の
ひ
と
り
と
し
て
第
四
代
リ
ン
カ
ー
ン
伯
爵
は
一
時
投

獄
さ
れ
、
資
産
の
一
部
を
没
収
さ
れ
る
。
②

マ
ザ
ー
に
よ
る
小
伝
を
ふ
た
た
び
参
照
す
る

リ
ン
カ
ー
ン
伯
爵
の
執
事
を
九
年
か
十
年
勤
め
た
の
ち
、
煩
雑
な
職
務
に
飽
き
た
ト
ー
マ
ス
・
ダ
ド
リ
ー
は
、
引
退
し
て
私
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的
な
自
由
を
享
受
し
た
い
と
願
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
彼
は
伯
爵
家
を
離
れ
、（
リ
ン
コ
ン
シ
ュ
ア
の
都
市
）
ボ
ス
ト

ン
で
神
父
ジ
ョ
ン
・
コ
ッ
ト
ン
か
ら
住
居
を
借
り
、
以
後
神
父
と
親
密
に
な
っ
た
。
と
は
い
え
、
数
年
を
経
ず
し
て
リ
ン
カ
ー

ン
伯
爵
家
の
周
辺
で
は
ト
ー
マ
ス
の
助
力
を
要
す
る
難
事
が
生
じ
、
あ
た
か
も
王
者
へ
の
救
援
を
求
め
ら
れ
た
古
代
エ
ジ
プ
ト

の
ヨ
セ
フ
の
ご
と
く
、
急
遽
彼
は
ふ
た
た
び
侯
爵
家
の
要
職
に
就
き
、
こ
の
一
族
と
と
も
に
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
へ
移
住
す

る
ま
で
継
続
す
る
。
こ
の
間
に
国
中
で
は
不
服
従
派
へ
の
暗
雲
が
立
ち
籠
め
、
ト
ー
マ
ス
が
そ
の
圧
迫
を
痛
感
す
る
に
至
る
。

そ
う
し
た
情
勢
の
も
と
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
へ
の
移
住
計
画
が
進
展
し
、
彼
も
そ
れ
を
好
機
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
か
ら
去
る
決

意
を
固
め
た
。
未
開
の
ア
メ
リ
カ
へ
渡
り
、
不
服
従
派
の
同
志
と
も
ど
も
理
想
の
極
致
と
す
る
自
由
を
達
成
す
る
の
で
あ
る
。

特
許
状
を
取
得
で
き
ぬ
ゆ
え
に
、
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
行
き
へ
最
初
に
乗
船
し
た
グ
ル
ー
プ
で
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、
以
後

同
行
し
て
、
親
し
く
接
し
た
人
た
ち
は
、
ま
も
な
く
ト
ー
マ
ス
の
英
知
と
才
幹
を
認
識
し
、
や
が
て
ウ
イ
ン
ス
ロ
プ
に
次
ぐ
副

総
督
に
選
出
す
る
。
①

ト
ー
マ
ス
・
ダ
ド
リ
ー
は
し
ば
ら
く
引
退
し
て
リ
ン
コ
ン
シ
ュ
ア
の
ボ
ス
ト
ン
に
住
み
、
お
そ
ら
く
当
地
の
教
会
で
ジ
ョ
ン
・
コ

ッ
ト
ン
神
父
の
説
教
を
聴
い
た
。
こ
の
神
父
こ
と
後
年
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
の
ボ
ス
ト
ン
に
お
い
て
も
っ
と
も
著
名
な
説
教
者
と
し

て
な
が
く
仰
が
れ
る
。〔
中
略
〕

こ
う
し
て
ダ
ト
リ
ー
を
囲
む
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
、
周
囲
の
世
情
や
人
心
が
人
生
行
路
の
帰
趨
に
多
大
の
影
響
を
与
え
た
。



①

Cotton
M

ather(suppposed
)

,The
Life

ofM
r.Thom

as
D

udley.Cam
bridge,1870.

pp.14-

- 20/30 -

「
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
へ
の
入
植
が
企
画
さ
れ
始
め
る
と
、
ト
ー
マ
ス
・
ダ
ド
リ
ー
は
そ
れ
を
好
機
と
し
、
イ
ギ
リ
ス
を
去
っ

て
未
開
の
地
ア
メ
リ
カ
へ
渡
航
す
る
決
意
を
固
め
た
。
そ
こ
に
お
い
て
他
の
非
国
教
徒
と
と
に
念
願
の
自
由
を
貫
く
希
望
に
燃
え
た

の
で
あ
る
。
認
可
が
遅
れ
た
た
め
に
、
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
へ
渡
る
第
一
陣
に
は
い
な
か
っ
た
。
だ
が
、
渡
航
者
の
な
か
で
彼
が

知
ら
れ
る
や
だ
れ
も
が
、
そ
の
英
知
と
才
能
を
認
識
し
、
ウ
イ
ン
ス
ロ
プ
に
次
ぐ
第
二
地
位
、
総
督
代
理
に
彼
を
選
ん
だ
。
①

〔
未
完
〕


